
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
重
点

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た

（
平
成
21
年
６
月
１
日
施
行
）
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○
身
体
障
害
者
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
、

又
は
平
成
22
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
方
で
、
昭
和
49
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
、
か
つ
、
自
力

に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な

し
で
職
務
の
遂
行
が
可
能
で
あ
り
、

活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応

で
き
る
方

◆
土
木
技
術
職

○
大
学
で
専
門
課
程
を
履
修
し
卒

業
し
た
方
、
又
は
平
成
22
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
56
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◆
保
健
師

○
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
又

は
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
54
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◆
保
育
士

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
又

は
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
58
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

次
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
及
び

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

７
月
１
日（
水
）〜
７
月
15
日（
水
）

（
土
日
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

※

郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
必
着

試
験
日
・
試
験
科
目

第
１
次
試
験　

８
月
２
日
（
日
）

教
養
試
験
、
小
論
文
、
専
門
試
験

（
土
木
技
術
職
、
保
健
師
、
保
育

士
の
み
）

※

第
１
次
試
験
の
合
否
の
発
表
は
、

８
月
21
日
（
金
）
頃
に
通
知
（
郵

送
）
し
ま
す
。

第
２
次
試
験　

９
月
上
旬（
予
定
）

事
務
適
性
検
査
、
口
述
試
験
（
面

接
）、実
技
試
験（
保
育
士
の
み
）

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
付

　

市
役
所
総
務
課
窓
口
あ
る
い
は
、

郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
ご
請
求
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shim

oda.sh
izuoka.jp/

に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

提
出
及
び
問
合
せ
先

〒
４
１
５

－

８
５
０
１

下
田
市
東
本
郷
１

－

５

－

18

下
田
市
総
務
課
人
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

soum
u@
city.shim

oda.shizuoka.jp

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
が
公
文
書
と
し
て
管

理
し
て
い
る
文
書
等
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
公
文
書
開
示
請

求
は
、
市
長
、
教
育
委
員
会
、
議

会
及
び
監
査
委
員
事
務
局
宛
に
74

件
で
し
た
。

　

請
求
の
あ
っ
た
主
な
も
の
は
、

市
道
・
河
川
に
関
す
る
こ
と
、
教

育
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
で
、
請

求
件
数
全
体
の
74
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

 

市
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

   

一
般
事
務
職　

３
名
程
度

   

土
木
技
術
職　

１
名
程
度

   

保
健
師　
　
　

１
名
程
度

   

保
育
士　
　
　

１
名
程
度

＊
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

採
用
予
定
年
月
日

平
成
22
年
４
月
１
日

受
験
資
格
等

◆
一
般
事
務
職

○
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
又

は
平
成
22
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
で
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

○
短
期
大
学
（
高
等
学
校
卒
業
を

入
学
資
格
と
す
る
修
業
年
限
２
年

以
上
の
専
門
学
校
を
含
む
）
を
卒

業
し
た
方
、
又
は
平
成
22
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和
58
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

○
大
学
を
卒
業
し
た
方
又
は
平
成

22
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
己
の
情

報
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

平
成
20
年
度
の
個
人
情
報
開
示
請

求
件
数
は
、
市
長
部
局
１
件
（
全

部
公
開
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
保
有
個
人
情
報
の
訂
正

請
求
や
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ
先　

総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
１

　　

食
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
溢

れ
る
中
で
、
子
ど
も
の
時
期
か
ら

望
ま
し
い
食
習
慣
・
食
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

そ
の
一
助
と
し
て
、
学
校
給
食
は

食
教
育
に
活
用
で
き
る
「
生
き
た

教
材
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
静
岡
県
は
天
草
の
漁

獲
量
・
生
産
額
日
本
一
で
す
。
市

内
で
も
、
授
業
の
一
環
と
し
て
天

草
か
ら
ト
コ
ロ
テ
ン
を
作
っ
て
い

る
学
校
が
あ
り
、
給
食
も
ト
コ
ロ

テ
ン
を
使
用
し
た
献
立
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
学
校
訪
問
時
に
食
教

育
の
話
を
し
た
際
、子
ど
も
達
は
、

実
際
に
自
分
達
の
経
験
し
た
こ
と

を
重
ね
合
わ
せ
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
カ
ン
や
柿
な
ど
は
市

内
で
生
産
さ
れ
た
「
旬
」
の
も
の

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の

中
に
は
、
自
分
の
お
孫
さ
ん
の
給

食
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
喜

ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

　

地
域
の
食
材
を
給
食
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
生
産
す
る
こ
と
か
ら

自
分
達
の
口
に
入
る
ま
で
の
過
程
、

様
々
な
人
の
苦
労
や
努
力
が
そ
こ

に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
更
に
感
謝

の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
校
給
食
の
実
施
回

数
は
、
年
間
約
１
８
０
回
と
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
は
、
学
校

給
食
と
、
家
庭
で
の
「
食
」
の
ふ

た
つ
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
正
し

い
食
習
慣
や
食
生
活
を
家
庭
に
啓

発
す
る
た
め
、
子
ど
も
達
か
ら
家

庭
や
地
域
に
向
け
て
正
し
い「
食
」

に
関
す
る
知
識
を
実
践
・
活
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、
子
ど

も
達
を
中
心
に
「
食
」
を
通
じ
て

家
庭
と
学
校
と
が
連
携
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

給
食
時
間
の
子
ど
も
達
は
、
み

ん
な
仲
良
く
机
を
囲
み
、
楽
し
そ

う
に
食
事
を

し
て
い
ま
す
。

食
を
通
じ
、下

田
の
未
来
を

担
う
子
ど
も

達
の
心
と
体

の
栄
養
と
な

る
学
校
給
食

を
こ
れ
か
ら

も
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

（
学
校
教
育
課　

片
山　

聖
子
）

点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
最
高
で
35
点
）

・
運
転
者
だ
け
で
は
な
く
、
運
転

者
に
対
し
て
ひ
き
逃
げ
・
酒
酔
い

運
転
・
麻
薬
等
運
転
を
そ
そ
の
か

す
行
為
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
も

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

（
運
転
免
許
取
消
・
欠
格
期
間
３

年
）

高
齢
者
の
免
許
更
新
手
続
き
等
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

・
75
歳
以
上
の
方
に
「
講
習
予
備

検
査
（
認
知
機
能
検
査
）
」
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先

市
民
課
防
災
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
５

　

夏
休
み
を
間
近
に
控
え
、
子
ど

も
た
ち
が
関
連
す
る
交
通
事
故
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、死

亡
事
故
に
お
け
る
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
は
依
然
と
し
て
高
く
、
事

故
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
と
も
増

加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、

夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
で
は
、
次

の
事
項
を
重
点
と

し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

悪
質
違
反
の
行
政
処
分
の
強
化

・
悪
質
な
違
反
行
為
に
対
す
る
免

許
取
消
・
欠
格
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。（
最
長
10
年
）

・
酒
気
帯
び
運
転
に
対
す
る
違
反

平
成
平
成
22
年
度
採
用

年
度
採
用

   
   

下
田
市
職
員
募
集

下
田
市
職
員
募
集

平
成
22
年
度
採
用

   
下
田
市
職
員
募
集

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

平成20年度

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

請求された情報の種類（総数74件）

市道・河川に
関すること
46件

その他
8件

自主運行バスに
関すること
2件

住居表示に
関すること
4件

廃棄物処理に
関すること
5件

教育委員会に
関すること
9件

公文書公開請求処理状況 （単位：件）

機　　関

処理状況 公開の方法

市長所管部局
教育委員会
議会事務局
監査委員事務局
合　　計

請
求
件
数

視　
　

聴

写
し
交
付

閲　
　

覧

取
り
下
げ

却　
　

下

非  

公  

開

一
部
公
開

全
部
公
開

60   49   10    －　1    －    －    59    －
11    1     5      2      3    ー    －    6     －
 1　 1     ー   ー    ー   ー    ー    1     －
 2    －     2    －    －    －    －    2     －
74   51   17    2      4     ー    ー   68    －

市
役
所
か
ら

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は
vol.11

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　
　
　
　

 

７
月
11
日（
土
）〜
７
月
20
日（
月
）

犬 ・ 猫の飼い主の皆さん犬 ・ 猫の飼い主の皆さん

           あなたの飼い方は大丈夫？           あなたの飼い方は大丈夫？

犬 ・ 猫の飼い主の皆さん犬 ・ 猫の飼い主の皆さん

           あなたの飼い方は大丈夫？           あなたの飼い方は大丈夫？

犬 ・ 猫の飼い主の皆さん

           あなたの飼い方は大丈夫？

「
食
べ
て・知
っ
て 

・地
域
の
味
」

安
全
は
自
ら
う
ち
か
ら
地
域
か
ら

・フンの始末は飼い主が責任を持って
・放し飼いをしないで
・犬に無駄吠えをさせないしつけを
・飼えなくなった犬や猫を捨てないで
・のら猫へ、エサを与えないで

　犬や猫などのペットは、生活に安らぎを与えてく
れる存在です。しかし、飼い主のマナーやしつけし
だいで周囲とのトラブルの原因となってしまいます。
　人と犬や猫が楽しく暮らすために、マナーをきち
んと守りましょう。

　最近、特にのら猫のエサやりに関する苦情が多く
市に寄せられています。
　エサを与えるだけで、ふん・尿等の後始末をしな
ければ無責任な飼育をしている事と同じです。「ネ
コに庭や家屋を荒らされた」「鳴き声がうるさい」
「糞尿で汚された」など、近隣の住民の方に迷惑を
かけるばかりでなく、トラブルにもつながります。
また、飼い主のいない不幸な猫を増やす原因にもな
ります。
　不幸な猫を増やさないよう、責任ある飼育にご協
力をお願いいたします。
問合せ先
環境対策課　　☎２２－２２１３
賀茂保健所　　☎２４－２０５７
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